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   Ｃ０７Ｄ 213/64     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 213/79     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   7/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 213/71    ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ 309/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/351   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 213/68    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/44    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 333/32    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/381   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 213/74    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/5377  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 241/20    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 235/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4184  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 213/84    　　　Ｚ
   Ｃ０７Ｄ 401/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/497   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 401/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 231/12    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  31/415   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/444   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4439  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 307/20    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/341   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 213/80    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 237/14    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/50    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 217/24    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/472   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 215/22    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/47    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/53    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 413/06    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 417/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １０４Ｚ
   Ｃ０７Ｄ 471/04    １０８Ｚ
   Ａ６１Ｋ  31/541   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4545  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/496   　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4433  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 413/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  31/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 213/64    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 213/84    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 213/79    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   7/00    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月2日(2010.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式(I)の化合物又はその塩若しくはエステル。
【化１】

（式中：
　XはO及びSから選択され；
　R2は、任意に1～5個のR20置換基で置換されていてもよいHetであり、ここで、R20は各
場合独立に下記基：
a)ハロ、シアノ又はニトロ；
b)R7、-C(=O)-R7、-C(=O)-O-R7、-O-R7、-S-R7、-SO-R7、-SO2-R

7、-(C1-6)アルキレン-R
7、-(C1-6)アルキレン-C(=O)-R7、-(C1-6)アルキレン-C(=O)-O-R7、-(C1-6)アルキレン-O
-R7、-(C1-6)アルキレン-S-R7、-(C1-6)アルキレン-SO-R7又は-(C1-6)アルキレン-SO2-R

7

（ここで、R7は各場合独立にH、(C1-6)アルキル、(C2-6)アルケニル、(C2-6)アルキニル
、(C1-6)ハロアルキル、(C3-7)シクロアルキル、アリール及びHetから選択され；
前記(C1-6)アルキルは任意に、-OH、-O-(C1-6)アルキル、シアノ、COOH、-NH2、-NH(C1-4
)アルキル、-NH(C3-7)シクロアルキル、-N((C1-4)アルキル)(C3-7)シクロアルキル及び-N
((C1-4)アルキル)2からそれぞれ独立に選択される1又は2個の置換基で置換されていても
よく；かつ
前記各アリール及びHetは任意に、下記基：
i)ハロ、シアノ、オキソ、チオキソ、イミノ、-OH、-O-(C1-6)アルキル、-O-(C1-6)ハロ
アルキル、(C3-7)シクロアルキル、(C1-6)ハロアルキル、-C(=O)-(C1-6)アルキル、-SO2(
C1-6)アルキル、-C(=O)-NH2、-C(=O)-NH(C1-4)アルキル、-C(=O)-N((C1-4)アルキル)2、-
C(=O)-NH(C3-7)シクロアルキル、-C(=O)-N((C1-4)アルキル)(C3-7)シクロアルキル、-NH2
、-NH(C1-4)アルキル、-N((C1-4)アルキル)2、-NH(C3-7)シクロアルキル、-N((C1-4)アル
キル)(C3-7)シクロアルキル又は-NH-C(=O)(C1-4)アルキル；
ii)任意に-OH、-O-(C1-6)ハロアルキル、又は-O-(C1-6)アルキルで置換されていてもよい
(C1-6)アルキル；及び
iii)アリール又はHet（各アリール及びHetは任意にハロ又は(C1-6)アルキルで置換されて
いてもよい）
からそれぞれ独立に選択される1～3個の置換基で置換されていてもよい）；及び
c)-N(R8)R9、-C(=O)-N(R8)R9、-O-C(=O)-N(R8)R9、-SO2-N(R

8)R9、-(C1-6)アルキレン-N(
R8)R9、-(C1-6)アルキレン-C(=O)-N(R8)R9、-(C1-6)アルキレン-O-C(=O)-N(R8)R9、又は-
(C1-6)アルキレン-SO2-N(R

8)R9（ここで、
R8は、各場合独立にH、(C1-6)アルキル及び(C3-7)シクロアルキルから選択され；かつ
R9は、各場合独立にR7、-(C1-6)アルキレン-R7、-SO2-R

7、-C(=O)-R7、-C(=O)OR7及び-C(
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=O)N(R8)R7から選択され；R7及びR8は前記定義どおりである）
から選択され；
　R3は、H、ハロ、(C1-4)アルキル、-O-(C1-4)アルキル、-S-(C1-4)アルキル、-NH2、-NH
(C1-4)アルキル、-NH(C3-7)シクロアルキル、-N((C1-4)アルキル)(C3-7)シクロアルキル
及び-N((C1-4)アルキル)2から選択され；
　R5は、H、(C1-6)アルキル、(C3-7)シクロアルキル又はHetであり；該(C1-6)アルキル及
びHetはそれぞれ任意に、(C1-6)アルキル、Het、-OH、-COOH、-C(=O)-(C1-6)アルキル、-
C(=O)-O-(C1-6)アルキル、-SO2(C1-6)アルキル及び-C(=O)-N(R51)R52からそれぞれ独立に
選択される1～4個の置換基で置換されていてもよく
（ここで、R51はH、(C1-6)アルキル又は(C3-7)シクロアルキルであり；かつ
R52はH、(C1-6)アルキル、(C3-7)シクロアルキル、アリール、Het、アリール-(C1-3)アル
キル-又はHet-(C1-3)アルキル-であり；
該(C1-6)アルキル、(C3-7)シクロアルキル、アリール、Het、アリール-(C1-3)アルキル-
及びHet-(C1-3)アルキル-はそれぞれ任意に、(C1-6)アルキル、(C1-6)ハロアルキル、ハ
ロ、オキソ、-OH、-O(C1-6)アルキル、-NH2、-NH(C1-6)アルキル、-N((C1-6)アルキル)2
、-NH(C3-7)シクロアルキル、-N((C1-4)アルキル)(C3-7)シクロアルキル、-C(=O)(C1-6)
アルキル及び-NHC(=O)-(C1-6)アルキル（前記(C1-6)アルキルは任意にOHで置換されてい
てもよい）からそれぞれ独立に選択される1～3個の置換基で置換されていてもよく；
或いはR51とR52が、それらが結合しているNと一緒に結合して、任意にさらにそれぞれ独
立にN、O及びSから選択される1～3個のヘテロ原子を含有してよい4員～7員のヘテロ環を
形成し（ここで、各Sヘテロ原子は独立に、かつ可能な場合、さらに1又は2個の酸素原子
に結合して基SO又はSO2を形成するように酸化状態で存在してよく；
前記ヘテロ環は任意に、(C1-6)アルキル、(C1-6)ハロアルキル、ハロ、オキソ、-OH、-O(
C1-6)アルキル、-NH2、-NH(C1-6)アルキル、-N((C1-6)アルキル)2、-NH(C3-7)シクロアル
キル、-N((C1-4)アルキル)(C3-7)シクロアルキル、-C(=O)(C1-6)アルキル及び-NHC(=O)-(
C1-6)アルキル（前記(C1-6)アルキルは任意にOHで置換されていてもよい）からそれぞれ
独立に選択される1～3個の置換基で置換されていてもよい）；
　R6は(C3-7)シクロアルキル又はアリールであり；
該(C3-7)シクロアルキル及びアリールはそれぞれ任意、ハロ、(C1-6)アルキル、(C1-6)ハ
ロアルキル、(C3-7)シクロアルキル、-OH、-SH、-O-(C1-4)アルキル及び-S-(C1-4)アルキ
ルからそれぞれ独立に選択される1～5個の置換基で置換されていてもよく；かつ
　Hetは、O、N及びSからそれぞれ独立に選択される1～4個のヘテロ原子を有する4員～7員
の飽和、不飽和若しくは芳香族ヘテロ環、又は可能な限り、O、N及びSからそれぞれ独立
に選択される1～5個のヘテロ原子を有する7員～14員の飽和、不飽和若しくは芳香族ヘテ
ロ多環であり；ここで、各Nヘテロ原子は独立に、かつ可能な場合、さらに酸素原子に結
合してN-オキシド基を形成するように酸化状態で存在してよく、各Sヘテロ原子は独立に
、かつ可能な場合、さらに1又は2個の酸素原子に結合して基SO又はSO2を形成するように
酸化状態で存在してよく；
　但し、R2が下記基：
【化２】

から選択され；
XがOであり；R3がHであり；かつR5がHである場合、
R6は下記基でない。）
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【化３】

【請求項２】
　XがOである、請求項1に記載の化合物。
【請求項３】
　R2が下記式
【化４】

から選択されるHetであり；
このときHetは、任意に1～3個のR20置換基（R20は請求項1の定義どおり）で置換されてい
てもよい、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　R2が下記式：
【化５】

の基であり、式中、R23はR20であり；かつ
R20が下記基：
a)ハロ又はシアノ；
b)R7、-CH2-R

7、-C(=O)-R7、-CH2-O-R
7、-SO2-R

7、-CH2-S-R
7又は-CH2-SO2-R

7

（ここで、R7は各場合独立にH、(C1-6)アルキル、(C2-6)アルケニル、(C1-6)ハロアルキ
ル、(C3-7)シクロアルキル、フェニル及びHetから選択され；前記Hetは下記基：
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【化６】

から選択され；かつ
前記(C1-6)アルキルは任意に、-OH、-O-(C1-6)アルキル及びCOOHからそれぞれ独立に選択
される1又は2個の置換基で置換されていてもよく；かつ
前記フェニル及びHetはそれぞれ任意に、ハロ、シアノ、オキソ、イミノ、-OH、-O-(C1-6
)アルキル、-NH2、-NH(C1-4)アルキル、-N((C1-4)アルキル)2、-NH-C(=O)(C1-4)アルキル
、(C1-6)アルキル及び下記式

【化７】

で表される基からそれぞれ独立に選択される1～3個の置換基で置換されていてもよい）；
及び
c)-CH2-N(R

8)R9又は-CH2-C(=O)-N(R
8)R9

（式中、R8は各場合独立にH及び(C1-6)アルキルから選択され；かつ
R9は各場合独立にR7、-SO2-R

7、-C(=O)-R7、-C(=O)OR7及び-C(=O)N(R8)R7から選択され；
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このときR7とR8は前記定義どおりである）
から選択される、請求項３に記載の化合物。
【請求項５】
　R3がH及びハロから選択される、請求項1～４のいずれか1項に記載の化合物。
【請求項６】
　R3がHである、請求項５に記載の化合物。
【請求項７】
　R5が(C1-6)アルキルである、請求項1～６のいずれか1項に記載の化合物。
【請求項８】
　R5が1-メチルエチルである、請求項７に記載の化合物。
【請求項９】
　R6が、任意に、ハロ、(C1-6)アルキル、(C1-6)ハロアルキル、(C3-7)シクロアルキル。
-OH、-SH、-O-(C1-4)アルキル及び-S-(C1-4)アルキルからそれぞれ独立に選択される1～5
個の置換基で置換されていてもよい(C3-7)シクロアルキルである、請求項1～８のいずれ
か1項に記載の化合物。
【請求項１０】
　R6が下記基である、請求項９に記載の化合物。
【化８】

【請求項１１】
　R6が、任意に、ハロ、(C1-6)アルキル、(C3-7)シクロアルキル及び-S-(C1-4)アルキル
からそれぞれ独立に選択される1～3個の置換基で置換されていてもよいフェニルである、
請求項１～１０のいずれか１項に記載の化合物。
（但し、R2が下記基：
【化９】

から選択され；
XがOであり；R3がHであり；かつR5がHである場合、
R6は下記基でない。）

【化１０】

【請求項１２】
　治療的に有効な量の請求項1～１１のいずれか1項に記載の化合物、又はその医薬的に許
容しうる塩若しくはエステル；及び1種以上の医薬的に許容しうる担体を含んでなる医薬
組成物。
【請求項１３】
　さらに少なくとも1種の他の抗ウイルス薬を含んでなる請求項１２に記載の医薬組成物
。
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【請求項１４】
　請求項1～１１のいずれか1項に記載の化合物、又はその医薬的に許容しうる塩若しくは
エステルの、C型肝炎ウイルスに感染しているか又は感染している危険のある哺乳動物のC
型肝炎ウイルス感染症の治療用薬物の製造のための使用。
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